










比較, 技術認識, 自己認識, 他者認識), 友だちがで
きるように, うまくなったことをみんなで喜びあえる
(他者認識, 集団認識, 人権意識とヒューマニズム), 
ルールの必要性や重要性について理解し, 必要なルール
づくりができる (社会認識, ルール認識), みんなで
決めたルールや約束事, 順番が守れ, 必要な準備や後か
たづけができる (社会認識, 集団認識), との関係でこ
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また, 幼児体育における ｢わかる (認識)｣ と ｢でき
る (習熟)｣ の関係について, 保育園における ｢マット
運動｣ の実践の分析を通じ次のように述べた.
｢この実践の分析を通じて, 『できる』 の背景には必ず
『わかる』 が存在しており, その 『わかる』 をひきだす
子どもたちの認識発達に応じた幼児体育の指導方法, さ
らにそのための教材研究の重要性が明らかになった. 幼
児体育における 『わかる』 と 『できる』 の関係は, ただ
単に練習をくりかえすことによって 『できる』 ことのみ
を追求するのではなく, 『運動ができるようになるため
のポイントがわかる』, さらに 『できない (わからない)
子どもの技術的 (認識的) なつまずきがわかり教えあう
ことができ, みんなができるようになることの重要性が
わかる』 というように 『わかる』 には 2つの側面がある
ことを理解したうえで, それらのことを 『わからせる』
ための教材に応じた指導方法の検討が重要となる. 『わ
かる』 と 『できる』 を結びつけ, その過程を学習してい
ける指導方法や指導技術 (わからせるための教具や技術
指導の系統性) によって, 子どもたちは 『わかる』 と
『できる』 の関係を学習できるのである3)｣.
いずれも ｢教材研究の重要性｣ について言及し, 教材
研究によって子どもたちに教えたい内容 (教科内容) が
より具体的になると指摘した.





























点 (ゴール) をあげること, となるだろう. そして, こ
の競技の目的・目標をルールに定められた条件のなかで
達成するための手段・方法として, 技術・戦術が位置づ




達するためには空間 (スペース) や時間 (タイミング)
をうまく生かすことができるようになることが重要とな
り, 攻防入り乱れ型のボール運動では特に必要となる5).

















であるとしている6). つまり, ｢① 『コンビネーションを


































のである. 発育に伴う運動とは, 生後 5ヵ月ぐらいに表
出するパラシュート反射などの姿勢反射である. 運動学























































｢昨日 (過去)｣, ｢今日 (現在)｣, ｢明日 (未来)｣ や


































































2 T 市 N保育園の保育計画
T 市 N 保育園は, 愛知県の南部に位置している. 公
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立保育園であったものを, 1998 年に設置主体を T市か
ら T 市社会福祉協議会に委託し公設民営の保育園とし
たうえで, それを機にデイサービスセンターを併設して
いる. さらに, 2005 年度からは市の方針もあり完全民
営化となっている.
2002 年度から, ｢ 『運動あそびを通して, 最後までや
り遂げる力を育てるには』 について, 各年齢の子どもの
発達過程を学び, 知る. 乳幼児期の運動発達と認識発達









T 市 N保育園における 2011 年度のボール運動の取り























































表 1 T市 N保育園の教材とそのねらい
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ム (360 度どこから投げても良い). ボールは 1 人一
つ
・ゲームが終わった後, 子どもたちと話



















表 2 T市 N保育園のパスボールに向けての的あての取り組み
月/日 活動 保育士の援助 子どもの姿
12/9 ・的を取り入れたパスボー








































表 3 T市 N保育園のパスボールの取り組み
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12/19 ・3 人対 3人のゲーム ・ゲームの途中で子どもたちの動きを止




・ゲーム終了後, 4 人対 4 人のゲームと 3 人対 3 人
のゲームの違うところがあったかと子どもたちに
問いかけると, Ｋ児が ｢3 人対 3 人のほうがスッ
と動けた｣ と発言. さらに, Ｎ児が ｢初めてシュー
トできた｣ と発言
1/12 ・三角形について考える




















































ゲーム (青チームの 1 ゲーム目) は 5 点シュート


















































































































し保育士が ｢どこが楽しかった｣ と問いかけると, ｢的
に当たった時｣, ｢入った時｣ という反応があり, まさに
ボール運動のおもしろさであるゴール (シュート) その
ものである. 次に保育士が, ｢どの的が難しかった｣ と
的の順番に聞いていくと, それぞれの的に対して手があ
がる. ｢じゃあ, 的によって投げ方は変えたの｣ と保育
士が聞くと, K 児が ｢おもいっきり投げたのは, 鬼と
ペットボトルの時だし｣ という反応を示した. すかさず
保育士が, ｢じゃあK児, フープやジャングルジムの時
はどうやって投げた｣ と聞くと, ｢弱く｣ という返事が
かえってきた. ｢すごい, 的によって投げる強さ変えた
んだね｣ と保育士がほめると, 笑顔になったK児であっ
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る的あてであるが, 5 人一組でボールは 1人一つ持ち,
1 分間の間に何回的に当てられるかの競争である. 記録

























た時｣ という子どもの声があがる. ｢じゃあ, これまで
的あてのゲームでシュートが的に当たっていない子やボー
ルに触ることができていない子は｣ という問いに 2人の
子どもの手があがる. その 2 人の子どもに, ｢的あて,











































ト｣ である. 流れとしては, ①ボールを持ったAが, B
にパスをしてから的に向かって走りだす, ②パスをもらっ











ス) と時間 (タイミング) をうまく生かすことが求めら
れる. 最終的には, この B の役割も子どもにさせたい
のであるが, 最初は保育士がこの役割を担う必要がある.
このパスを出すタイミングが重要であり, 的に向かって
走ってくる A が B の位置を走りすぎてから B が A に
パスを出すと, A にとってみれば右斜め後方からボー
ルがとんでくることになりボールをキャッチすることは
難しくなるため (図 3 参照), 最初は走りこんでくるA
がキャッチしやすい右斜め前方からパスを出す必要があ






士が Bの役割を最初にやったうえで, 次に B の役割を
子どもにやらせるという段階を踏んだほうが効果的であ
る.

























児の言葉に, R 児が ｢シュートが決まった子は帽子を
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を展開している. すべてのゲームが終了後, 保育士が 4
人対 4人のゲームと 3人対 3人のゲームとの違いがあっ
たかと子どもたちに問いかけると, ｢3 人対 3 人のほう
がスッと動けた, どこに動けばいいのかが 4人対 4人の
時よりわかった｣ というK児の声があがる. さらに, N
児が ｢初めてシュートできた｣ とうれしそうな表情であっ















































子どもたちに見せた場面は, K 児・ P 児・ S 児 3 人
のプレーである.
P 児から S 児にパスをした場面でビデオを止め, ｢こ
の時 K児がいないんだけどどこにいると思う｣ と保育
士が問いかける. ｢ほんとだ, いない｣ と子ども (画面
上には映っていない) の声があがりビデオをスタートす
ると, ｢あっ, K 児いた｣ と子どもたちの声があがる.
ビデオを止め, ｢P 児から S児にパスをした時, もう K
児は攻める的のところにいたんだよね｣ と保育士が解説
を加える. ビデオをスタートさせ, S 児が K 児にパス
した場面でビデオを止め, ｢この時, S 児は K児のとこ
ろに敵がいないのを見てパスしたね. これってとっても
大切なパスだね｣ と保育士がさらに解説を加えるのであ
る. ビデオをスタートさせると, S 児からのパスをしっ
かりキャッチした K児がシュートして 1 点の場面が映






｢すごい｣ という声があがる. さらに, ｢どこがすごい｣
という問いかけには, ｢ちゃんと三角形になっていた｣



















ムと青チームの 15 人ずつに分け, それぞれのチームが
3 人一組を 5 組つくり, 5 ゲームを行い総得点によって
勝ち負けを決めるということになった.


















児が, 敵の 3人が的を守っていたため一度引き返し, 再
度攻めようとした際, J 児の動きに応じて味方の K 児
が的の後ろに, さらに A児が的の右横の空間に走りこ
み, J 児が的の後ろに走りこんだ K児にパスを出し K
児がしっかりキャッチしシュートを決めたのである. ま
さに, 前述した図 5のような三角形を 3人がつくりだし,
フリーになった K児にパスを出しシュートを決めたの
である. そしてこのプレーによって, これまで長期間に
わたり何度もゲームを行ってきたが, まだ ｢ゴール (シュー
ト)｣ を決められていなかったK児がはじめて ｢ゴール
(シュート)｣ を決めることができ, このことによって
30 人全員が ｢ゴール (シュート)｣ を決めたことになっ
たのである.
それ以外のゲームにおいても, 動きながら三角形をつ




さらに, 5 ゲーム終了後 ｢今日のゲームのなかで一番
良かったプレーはどれだった｣ という保育士の問いかけ






























































年度に T市 N保育園の 5 歳児クラスにおいて取り組ま
れたパスボールの実践を分析してきた.
攻防入り乱れ型のボール運動のおもしろさである ｢ゴー

































内容を, ① B の役割を保育士がする, ② B の役割も子












にわからせなければならないのは, 図 2 における Aの
役割では, ①敵の位置に応じて B にパスを出すタイミ
ング, ②パスを出してからの敵の位置とあいている空間
の判断に応じた走りこみ方, さらに B の役割では, ③
A が走りこんでくるスピードと走りこんでくる空間の
予測・判断と敵の位置に応じてパスを出すタイミング,
となる. そして, その一連の流れを可能にするのが, 動
きながらの個人のボール操作能力の高まりである.



















このパスボールの実践を展開した, T 市 N 保育園の
早川文子先生ならびに 30 人の子どもたちに深謝する.
注
1 ) パスボールは, 愛知県名古屋市にある名東保育園において
保育士と 5 歳児クラスの子どもたちにより 1986 年度に考
案されたボールゲームである. ボールの取りあいになっ






れて再開する, という 3つのルールがつくりだされ, それ
らのルールを守りながら 3人対 3人でコート内を自由に走
り, パスをしあいながら相手のゴール (ベニヤ板, 横 80
cm×縦 90 cm) にボールをぶつけて得点しあうものである.
その後, 1989 年度の同園の取り組みにおいては, ゴール
が子どもたちがダンボールでつくった鬼に変化している.
2 ) ボール運動の分類の変遷をみると, 平成 10 年改訂の小学
校学習指導要領において, 具体的な種目名から ｢ベースボー
ル型ゲーム｣, ｢バレーボール型ゲーム｣, ｢サッカー型ゲー
ム｣, ｢バスケットボール型ゲーム｣ と改訂. さらに, 平成
20 年の改訂では ｢ベースボール型｣, ｢ネット型｣, ｢ゴー
ル型｣ となり現在に至っている.









4 ) ｢幼児期の発達的特徴｣ の項の認識の発達に関わる内容以
降については, 拙著 ｢認識をひきだす保育実践を｣ 『たの
しい体育・スポーツ』 No. 264, 2012 年, 38 頁－39 頁を
加筆・修正したものである.
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